









Infants Grow in Diversity
山　崎　　　裕（子ども学科准教授）
はじめに
　先の大地震と大津波でわれわれは多くを失ったが、図らずも、平常では気づくことのできな
い事実を少なからず学んだ。７年が過ぎ、自然環境も、人々の暮らしも以前の姿を取り戻しつ
つある。その中で震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故の影響だけが、まさに引か
ない津波として、解決の目処さえ立たないまま、悩ましく居座っている。保育の現場でも、幼
児への安全な環境提供が大きな問題となっている。成人に比べ細胞分裂が活発な発育期にある
子どもへの放射線の影響は計り知れない。その影響に関する基礎データさえない。いまだに震
災以前の２倍の放射線量が計測されている地域で、どのように保育を展開すればよいのか。震
災後に生まれた保育と従前の保育形態について、自然環境教育の視点から２～３の例を分析し
つつ比較検証したい。
新しい保育環境の創作
　事故直後に10倍を上回る放射線量を示した東北地方南東部一帯では、再開した保育活動に
おいても、野外活動が大幅に制限された。また、汚染された屋外の土壌や動植物との接触は完
全に排除された。唯一の外部景観との接点である窓にも、放射線吸収のため水を満たしたペッ
トボトルが並べられ、園庭の景色は歪んでいる。被曝を避けるために送迎車両で登園した児童
は、降園までの全時間をまるで宇宙船のキャビンのような園舎内で過ごすことになる。幼稚園
教育要領や保育所指導指針にあるように、「幼稚園教育（保育）は、幼児期の特性を踏まえ環
境を通して行うものである」。限られた条件の中で保育者たちは知恵を絞り、新たな保育環境
創設の試みも生まれている。
　まっさきに懸念されたのが運動能力発達の問題であった。園庭で力一杯走ったり、木登りを
したりできない子どもたちのために、プレイハウスやサイバーホイール、クライミングウォー
ル〔図－１〕のような運動遊具が室内に持ち込まれた。次の問題は自然環境との接触である。
人工芝による草原や洗浄可能なシリコン粒による砂場、自然をテーマにした室内装飾、秋には
遠方から取り寄せた木の葉による落ち葉体験などが用意された。被災後６年目を境に、徐々に
ではあるが本物の屋外活動も復活してきている。しかし、いったん遠ざかった自然環境との距
離はなかなか縮まない。むしろ新たに創作された室内遊具が日常の風景となりつつある。
木登り
　子どもの木登りについては、園庭の広さなど環境的制限や安全への配慮から、年々減少傾向
にある。今回の放射能汚染をきっかけに、落ち葉や樹皮に汚染物質が蓄積されることが話題と
なり、一気に縁遠いものとなってしまった。木登りのおもしろさは手足を掛けるアクセスポイ
ントの発見と腕力脚力のみならず全身の筋肉を総動員し目指す枝にたどり着く達成感である。
そして最大の醍醐味は非日常位置からの景観であろう。そうして最終目標である展望位置に至
るまでに、子どもたちは多くの樹木に潜む不思議や危機的場面に出会う。ロールプレイング
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ゲームのような冒険が待っている。
　これらの遊びを補完するべく登場した遊具が子ども用クライミングウォールである。これは
ひとつのジャンルを成したスポーツでもあり、力学や運動生理学の観点から設計され、身体能
力の発達に役立つ優れた運動器具である。自分の筋力に合ったアクセスポイントを瞬時に見つ
け、次から次へと手足を運ぶ。反動も利用し体重移動とともに身体を翻す。全身筋力だけでは
なく、洞察力や判断力も鍛えられる。子ども用のものは、鮮やかな色彩と冒険心を掻き立てる
絵画によって装飾されている。樹液で衣類が汚れることもなく、危険な昆虫も生息しない。遊
具としての完成度という点から見れば、天然の樹木を凌ぐものである。
　一方、木登りの場合、アクセスポイントは運動生理学に基づいていない。場合によっては攻
略不可能な樹さえ存在する。その場合は足がかりの構築が必要となる〔図－２〕。運動生理学
に法っていない反面、植物形態学には法っている。樹種に応じた攻略方法が存在する。例えば、
あるエノキ（Celtis	sinensis）の木登りができる子どもは、別のエノキも容易に攻略するであ
ろう。枝振り、樹皮の滑らかさ、小枝の強度、これらはエノキという樹種に固有の特徴である。
エノキにその登り方があるように、イタヤカエデ（Acer	pictum）にはイタヤカエデの、スギ
（Cryptomeria	 japonica）にはスギの登り方が存在する。さらに、エノキでは、それを幼虫の
食草とする国蝶オオムラサキ（Sasakia	charonda）の飛翔に出会うことさえある。イタヤカエ
デでは樹液に集まるクワガタやカナブン、タテハチョウ、時にスズメバチとの遭遇というスリ
リングな一場面もある。枝分かれのベンチで静かに佇めば、ヤマガラ（Parus	varius）など小
鳥の囀りを目前にすることも珍しくはない。スギの主幹をよじ登れば、衣服に付着した樹脂と
その芳香が洗濯した後も残り、それを嗅げばかつて眺めた樹上からの景観が突如蘇る。これら
はクライミングウォールでは味わえないものである〔図－３，４〕。
図－１：室内に設置されたクライミングウォール（福島県）
図－２：木登りのためのアクセスポイント構築（ケヤキ・大河原第一光の子保育園・宮城県）
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図－３：不思議な木登り
　何もないようなビワの樹（Eriobotrya	japonica，左）だが、樹上の茂みの中に幼児が２名隠れている。
隠れようとしているわけではなく、心地よい空間を堪能しているのである。ビワの葉は裏面に柔らか
い細毛を生じ、感触がよい。子どもたちはその感触を楽しんでいる。（大河原第一光の子保育園・宮
城県）
図－４：樹皮に潜む秘密
　樹皮には大人には理解できない秘密が潜んでいることもある。幼児はコナラの幹に停まるテント
ウムシを眺めている（右）。その直後、もうひとつ大発見をする。それを大人（観察者）に主張するが、
大人はそれをすぐには理解できない。幼児の指示する場所を凝視すると、擬態によってシャクガが
隠れている（左）。幼児は擬態を見破る名人である。大人は、樹皮がそれ以外のなにものでもないと
思い込んでいるため、凝視することはせず、樹皮に擬態したシャクガを見出すことはできない。幼
児にとっては樹皮自体が新事象であるため、幼児の視線は樹皮の隅々まで詳細にスキャンしている
のではないかと考えられる。このように、子どもにしか見出せない多様性を、大人が教えることは
できないのである。（東北芸術工科大学附属保育施設・山形県）
カメムシの臭い
　落ち葉遊びの魅力は多い。漕いで歩けば、オーケストラのように音楽を奏でる。ダイブすれ
ばば、かさかさだがふかふかのベッド。一枚一枚を手に取れば、さまざまな形や色。鼻に持っ
てくれば、ほのかに甘い太陽の匂い。シガレットクッキーのような丸まった葉や桜餅のように
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合わさった葉の中には、それぞれ異なる不思議な虫が隠れている。突然、今までになかった強
烈な臭気が漂い、落ち葉の裏から平たい虫が這い出してきた。よく見れば、メタリックグリー
ンに輝く背中には歌舞伎の顔が描かれている。ツノアオカメムシ（Pentatoma	 japonica）であ
る。個性的な昆虫であるカメムシについて子どもたちの反応を観察すると、子どもの視点に関
する多くの知見が得られる。以下に、ある保育施設でのその一例を挙げる〔図－５〕。
図－５：多様性に富むカメムシ
　本邦には 100 種類を超えるカメムシが生息している。左上：メタリックグリーンに輝くツノアオ
カメムシ（Pentatoma	japonica）。右上：💛を背負うエサキモンキツノカメムシ（Sastragala	esakii ）
は抱卵し、卵や幼虫を守る。左下：赤緑紫の宝石ともいわれるアカスジキンカメムシ（Poecilocoris	
lewisi ）は幼虫（上）と成虫（下）で模様が大きく異なる。右上：赤黒ストライプのアカスジカメム
シ（Graphosoma	rubrolineatum）。
　10月になり、３歳児達の園内自然活動も目立ってきた。３歳女児が垣根で日向ぼっこをす
るツノアオカメムシを発見した。「あーカメムシ、臭ーい！」と言うと、他の３歳児３名も集
合して、「カメムシ臭ーい！」を連発。しかし、カメムシは臭気を発生していなかった。幼児
達に「臭いをかいだことある？」と聞くと、返事はなかった。同様に４歳児でも、カメムシを
いじる前から臭い虫と認識しているようで、「臭い悪い虫」と言って、カメムシが臭気を発す
る暇もなく踏み潰してしまった。
　カメムシはかなり危機的な状況にならなければ臭気を発することはない。この時点ではそれ
を体験した幼児はいなかった。敢えて不快な思いをする必要はないかも知れないが、いつか追
いつめられた生命が示す強力な抵抗を体験することで、いのちが持つ「生きる意思」を感じ、
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個々多様な生命観も拡がることが期待できるのではなかろうか。カメムシは他の昆虫より特徴
的な存在だけに、実体験を伴わない行動や反応の単一性を確認する結果となった。
　５歳児では、カメムシについて、数名が実際の臭いを嗅いだことがあるようであった。知識
としてのみ認識している子どもたちは、単に無表情で「臭ーい」と発するだけなのに対して、
少数ではあるが経験のある子どもたちからは、鼻を押さえたり、眉間に皴を寄せたりして
「くっ臭～い」と歓声が上がった。「ワカメの臭い」「セロリの臭い」「ボンドの臭い」という具
体的な発言もあった。また「やさしくすれば、臭くないよ」との発言もあった。実体験の意義
と重要性を改めて実感した。
　カメムシの種類、あるいは食草によって、発する臭気は異なる。セリ科植物を好むカメムシ
はハーブのような臭いがする。樹木につくものはかなり濃密である。カメムシであるというア
イデンティティを、赤と黒のストライプで強く主張しているアカスジカメムシ（Graphosoma	
rubrolineatum）は臭気を発しない。カメムシであるということ自体が、天敵である鳥類に対
する威嚇となっているのである。
多様性から学ぶこと
　昆虫の体の構造、変態やその種の多様性については小学３年の理科で学ぶ。これらは幼児期
における数々の昆虫体験をもとに、それらを総括する意味で設定されている。単に「カメムシ
はバッタと同じ不完全変態で、完全変態のチョウやハチと異なるクループに属する」という知
識は何の意味も持たない。これらの知識だけがあっても、先に述べた幼児による数々の感覚を
伴った発見や、そっと手の甲に遊ばせていれば臭くないとの感情移入は決して生じない。また
大人にとってカメムシは、臭い事態に陥る前に殺虫剤で駆除すべきモノ以外の何ものでもな
い。この知識だけが先行すれば、子どもとカメムシとの接触すら生じない。小学生ともなれ
ば、何の利益もないカメムシへの接近を敢えて行う者はいない。多様性との接触は、幼児期に
必要な感性発育の栄養なのである。学齢期に至り発育が進むと、この栄養素の要求性は徐々に
低下してゆく。また、多様性から学ぶことは、自分と異なる存在の必然性を理解し、それを容
認する能力を身に着けることでもある。しかし、この学びは言葉や理屈で理解できても、俄か
に身体で受けとめることは難しい。納豆の栄養価を理解するのは容易いが、食べ慣れない者が
口に運ぶことができないようなことである。
　「土の味はどんな味？」この質問に、私たちの世代なら、的確な文学表現ができなくとも、
「あの味！」と思い浮かべることができる。あるいは、採れたての生筍をほおばって、「懐かし
い土の香りがする！」と歓声が上がる。本来、食べ物ではない土の味をいつどうやって知った
のかはとっくに忘れてしまった。しかし、その感覚だけは記憶に残っている。土のついた野菜
はきちんと洗ってから調理すること、これは家庭科の授業で習ったことだ。同様に、アカツメ
クサの甘い蜜、タンポポ乳液の苦い味、ドングリの中には白いつやつやした幼虫が住んでいて、
モンシロチョウの胸をそっと摘まむと不思議な鼓動が伝わってくることも、私たちの身体が覚
えている。その後、道端の花や小さな虫たちも一所懸命生きており、傷つけることはよくない
と学校で学んだ。
　震災の年に３歳だった幼児は現在10歳であり、５歳であった者は小学６年である。彼らに
は、不足しがちな屋外活動や自然体験に対する教育的支援や配慮が、保育施設や小学校におい
て十分になされてきた。先に述べた「土の味」や「昆虫の感触」等の感覚の全てを彼らと共有
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できるだろうか？もし彼らの感性に疑問を感じても、彼らを責めてはならない。増してや性急
に再教育しようなどと考えてはならない。幼児期に摂取できなかった栄養素を大人になってか
ら大量に与えても何の効果も表れないのと同じなのである。環境が異なる国々においては、わ
れわれの感性と異なる価値観が支配的であるように、制限環境下で育った彼らは、われわれに
は理解できない彼らなりの世界観自然観を構築してゆくはずである。もはや、それに期待する
以外に術はない。それでも未来の子どもたちの感性を憂慮するのであれば、われわれが自ら破
壊し汚染した、われわれの感性のアイデンティティを育んでくれた自然環境を、そして未来の
子どもたちもそこで学ぶはずであった多様性のゆりかごを、早急に元の姿に戻す以外に方法は
存在しない。
「被差別部落」という多様性と向き合う
内　田　龍　史（現代社会学科教授）
マイノリティへの偏見・差別
　私の研究の主たる関心は、「差別やそれらに関する社会問題を解決していくためにはどうし
たらよいか」である。そのために、差別と共生の社会学、とくに、マイノリティをめぐる問題
を主たる研究テーマとしてきた。マイノリティとは、ある社会のなかでの少数派のことであ
る。例えば、障がい者・在日外国人・LGBT・被差別部落出身者・アイヌ民族など、日本社会
にもさまざまなマイノリティが存在している。
　残念ながら、マイノリティの人たちは、偏見や差別の対象となったり、経済的に厳しい状況
に置かれたり、その結果、自分に自信を持てなくなるといった状況に置かれることが多い。そ
の一方で、多数派であるマジョリティの立場でのほほんと暮らしていると、マイノリティの現
状を知る機会そのものに出会うことが少ない。そうしたマジョリティによる知識の欠如、無関
心によって、マイノリティが直面している厳しい現状が放置されたり、忘れられたりすること
すらままある。
　しかし、マイノリティの人びとは、偏見・差別・忘却・無関心に苦しんでいただけではない。
それらに立ち向かい、闘ってきたことによって、本特集のテーマである「多様性」が尊重され
る社会、すなわち、さまざまな違いを持った人びとが、お互いの違いを尊重しながらより豊か
な社会を作っていこうという「共生社会」への展望がひらかれてきたことも事実である。
　そうしたマイノリティの人びとの生きざまに出会い、マイノリティの視点から現代社会をと
らえなおしてみれば、人間・文化の恐ろしさとともに、その豊かさも実感することができる。
そして、自分は社会に対していったい何ができるのか、自分を見つめなおすことにもつながる
だろう。そう信じて、この間、私は教育活動を実践してきたが、その信念の背景には、学生の
ときに各地で出会った被差別部落の人びとの存在がある。
被差別部落との出会い
　私が主に取り組んできたのは、現代の被差別部落問題（以下、部落問題）である。なぜなら、
